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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第32期

第２四半期
連結累計期間

第33期
第２四半期
連結累計期間

第32期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 1,650,562 2,157,331 3,365,042

経常利益 （千円） 185,134 145,308 226,940

親会社株主に帰属する四

半期（当期）純利益
（千円） 118,412 84,412 131,268

四半期包括利益または包

括利益
（千円） 210,577 62,816 342,183

純資産額 （千円） 2,820,237 2,936,714 2,951,803

総資産額 （千円） 5,188,185 5,415,157 5,420,453

１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） 22.79 16.25 25.27

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益

金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 54.4 54.2 54.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 239,195 199,489 204,675

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △320,961 △179,130 △729,131

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △68,729 △124,257 △78,816

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,489,566 915,472 1,026,738

 

回次
第32期

第２四半期
連結会計期間

第33期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 11.51 1.78

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行の各種の経済・金融政策等を背景として緩や

かな回復基調にあるものの、米国における金融政策の行方や中国での経済成長率鈍化の国内経済への影響などか

ら、引き続き先行きは不透明な状況で推移いたしました。

当社の属するカーアフターマーケットにおきましては、特に国内では前述の不透明感などを背景にユーザーの低

価格志向からは依然として脱しきれない中、一部高額品への購買意欲の増加傾向もあり、消費マインドの回復が鮮

明になってまいりました。

このような情勢のもと、当社グループでは主力製品である「FLEX A」および「FLEX Z」の国内を中心とした販売

の強化と拡大に引き続き注力するとともに、知名度のさらなる向上に向けた広告宣伝に努めてまいりました。また

国内海外の各地域における特性に適した各種多様な販売キャンペーンも継続的におこないました。

一方、中国の生産拠点では稼働開始後も本格的な操業までに時間が掛かっており、需要を補うために国内工場の

生産能力を急遽増強したものの欠品状況の完全な解消には至りませんでした。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,157百万円（前年同期比30.7％増）となりましたが、損

益の面においては販売構成品の変化や前述の中国の生産拠点の本格稼働の遅れの影響などから営業利益は150百万

円（前年同期比4.5％減）、また昨年の為替差益の影響がなくなったことにより経常利益は145百万円（前年同期比

21.5％減）、親会社株式に帰属する四半期純利益については84百万円（前年同期比28.7％減）となりました。

 

(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ5百万円減少し、5,415百万円となりました。

なお、現金及び預金は、前連結会計年度末に比べ111百万円減少し、915百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ9百万円増加し、2,478百万円となり

ました。これは主として買掛金の増加によるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ15百万円減少し、2,936百万円と

なりました。これは主として為替換算調整勘定の減少によるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

111百万円減少し、915百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローでは、当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は

199百万円（前第２四半期連結累計期間239百万円の取得）となりました。これは主として税金等調整前四半期純利

益148百万円、減価償却費75百万円、売上債権の減少額70百万円、法人税等の支払額76百万円によるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローでは、当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は

179百万円（前第２四半期連結累計期間320百万円の支出）となりました。これは主として有形固定資産の取得によ

る支出180百万円によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローでは、当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果支出した資金は

124百万円（前第２四半期連結累計期間68百万円の支出）となりました。これは長期借入金の返済46百万円、配当

金の支払77百万円によるものであります。

 

(4）事業上および財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は140百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,609,000

計 26,609,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成27年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,652,250 6,652,250

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は

100株であります。

計 6,652,250 6,652,250 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年９月30日 － 6,652,250 － 217,556 － 215,746
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社イチノホールディングス 神奈川県逗子市小坪20-21 1,832 27.53

市野　諮 神奈川県逗子市 981 14.75

藤本　吉郎 神奈川県横浜市 551 8.28

大西　康弘 青森県弘前市 169 2.54

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 166 2.50

市野　ルリ子 北海道上川郡美瑛町 140 2.10

小島　宣保 神奈川県逗子市 129 1.93

市野　澄恵 神奈川県逗子市 121 1.82

テイン従業員持株会 神奈川県横浜市戸塚区上矢部町3515番４ 67 1.00

山田　一元 神奈川県横浜市 60 0.90

計 － 4,218 63.40

（注）　上記のほか当社所有の自己株式1,458千株があります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　1,458,500
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,192,800 51,928 －

単元未満株式 普通株式　　　　950 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 6,652,250 － －

総株主の議決権 － 51,928 －

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社テイン

神奈川県横浜市戸塚区

上矢部町3515番４
1,458,500 － 1,458,500 21.92

計 － 1,458,500 － 1,458,500 21.92
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,026,738 915,472

売掛金 358,388 286,310

商品及び製品 532,871 463,820

仕掛品 55,027 143,014

原材料及び貯蔵品 238,655 275,562

その他 201,547 245,179

流動資産合計 2,413,228 2,329,359

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,074,382 1,038,526

土地 1,070,533 1,070,533

その他（純額） 590,253 708,344

有形固定資産合計 2,735,169 2,817,404

無形固定資産 5,302 5,233

投資その他の資産   

その他 266,752 263,159

投資その他の資産合計 266,752 263,159

固定資産合計 3,007,224 3,085,797

資産合計 5,420,453 5,415,157

負債の部   

流動負債   

買掛金 250,268 274,785

短期借入金 96,716 100,056

未払法人税等 70,638 69,638

その他 273,870 303,005

流動負債合計 691,493 747,485

固定負債   

長期借入金 1,366,604 1,316,576

役員退職慰労引当金 189,903 195,294

退職給付に係る負債 168,041 166,430

その他 52,606 52,656

固定負債合計 1,777,155 1,730,957

負債合計 2,468,649 2,478,442

純資産の部   

株主資本   

資本金 217,556 217,556

資本剰余金 215,746 215,746

利益剰余金 2,841,292 2,847,798

自己株式 △473,469 △473,469

株主資本合計 2,801,125 2,807,631

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 150,678 129,082

その他の包括利益累計額合計 150,678 129,082

純資産合計 2,951,803 2,936,714

負債純資産合計 5,420,453 5,415,157
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 1,650,562 2,157,331

売上原価 945,939 1,399,549

売上総利益 704,622 757,782

販売費及び一般管理費 ※１ 547,519 ※１ 607,772

営業利益 157,103 150,010

営業外収益   

為替差益 15,513 －

物品売却益 6,699 3,159

受取手数料 5,506 2,724

その他 7,291 3,381

営業外収益合計 35,011 9,264

営業外費用   

支払利息 5,302 5,222

為替差損 － 4,949

その他 1,678 3,794

営業外費用合計 6,981 13,966

経常利益 185,134 145,308

特別利益   

固定資産売却益 5 3,178

特別利益合計 5 3,178

特別損失   

固定資産売却損 － 20

固定資産除却損 1 0

特別損失合計 1 20

税金等調整前四半期純利益 185,137 148,466

法人税、住民税及び事業税 72,459 64,271

法人税等調整額 △5,734 △217

法人税等合計 66,725 64,054

四半期純利益 118,412 84,412

親会社株主に帰属する四半期純利益 118,412 84,412
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 118,412 84,412

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 92,164 △19,209

持分法適用会社に対する持分相当額 － △2,386

その他の包括利益合計 92,164 △21,595

四半期包括利益 210,577 62,816

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 210,577 62,816
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 185,137 148,466

減価償却費 55,862 75,204

売上債権の増減額（△は増加） 169,227 70,507

たな卸資産の増減額（△は増加） △64,330 △59,758

仕入債務の増減額（△は減少） △61,355 30,071

その他 △7,691 11,952

小計 276,850 276,442

法人税等の支払額 △36,660 △76,448

法人税等の還付額 0 4,205

その他 △994 △4,710

営業活動によるキャッシュ・フロー 239,195 199,489

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △315,364 △180,883

その他 △5,597 1,753

投資活動によるキャッシュ・フロー △320,961 △179,130

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △6,672 △46,688

配当金の支払額 △62,057 △77,569

財務活動によるキャッシュ・フロー △68,729 △124,257

現金及び現金同等物に係る換算差額 79,144 △7,367

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △71,350 △111,265

現金及び現金同等物の期首残高 1,560,917 1,026,738

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,489,566 ※１ 915,472
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株

主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半

期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

給与手当 155,956千円 159,475千円

退職給付費用 3,261 6,000

役員退職慰労引当金繰入額 5,024 5,391

研究開発費 139,103 140,040

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金 1,489,566千円 915,472千円

現金及び現金同等物 1,489,566 915,472

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月18日

定時株主総会
普通株式 62,325 12.00 平成26年３月31日平成26年６月19日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日

定時株主総会
普通株式 77,905 15.00 平成27年３月31日平成27年６月22日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、自動車用サスペンションの製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 22円79銭 16円25銭

（算定上の基礎）   

親会社株式に帰属する四半期純利益金額

（千円）
118,412 84,412

普通株主に帰属しない金額（千円）   

普通株式に係る親会社株式に帰属する

四半期純利益金額（千円）
118,412 84,412

普通株式の期中平均株式数（株） 5,193,800 5,193,726

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月13日

株式会社テイン

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小 野 木 幹 久　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石　田　大　輔　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る株式会社テインの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計
期間(平成27年７月１日から平成27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日か
ら平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結
損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半
期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テイン及び連結子会社の
平成27年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め
られなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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